
群馬工業高等専門学校　2006 年度シラバス　2000920002MM/20090403

( 科目コード：2000920002MM)

【改訂】第 1 版（2007-03-31）
【科目】歴史
【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】機械工学科・2 年次
【担当教員】

宮川 剛

【授業目標・教育方針】
・現代世界の歴史的背景を学習することにより、現代の世界情勢についての理解を深める。
・世界の国々の文化・社会の背景を学ぶことにより、国際人としての教養・常識を身につける。

【授業概要】
・指定のテキストを用いて、主に近代以降の世界史に重点を置いて授業を進める。
・講義を通じて、基本的な歴史的事実を理解する。
・講義の内容に関する討論・質疑応答を通じて、時代背景への理解を深める。
・授業中配布する資料や参考図書を読み込むことで、授業で取り上げるそれぞれの時代と現代世界との関わりを把握
し、現代世界の諸問題の歴史的背景を理解する。
・レポートの作成を通じて、自らの考えを論理的に表現する訓練をおこなう。

【教科書・教材・参考書 等】
『新編高等世界史Ｂ』（帝国書院）

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
講義形式で行う。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：20%，期末試験：20%，レポート：10%
［後期］中間試験：20%，期末試験：20%，その他：発表 10％。

【本校の学習・教育目標】
◎ (A) 地球的規模での人，社会，環境についての倫理・教養を身につける．

【授業計画】（授業名：歴史）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 回 イントロダクション 近代世界史概観
2 回 市民社会の成長（１） 産業革命の展開（イギリスを中心に）
3 回 市民社会の成長（２） アメリカ独立戦争
4 回 市民社会の成長（３） フランス革命
5 回 市民社会の成長（４） ナポレオン戦争
6 回 国民国家の発展（１） ウィーン体制（19 世紀前半のヨーロッパ）
7 回 国民国家の発展（２） ヨーロッパの再編（ドイツ・イタリアの統一）
8 回 国民国家の発展（３） アメリカ合衆国の発展（南北戦争を中心に）
9 回 アジア諸地域の動揺（１） 近代イスラム世界へのヨーロッパ諸国の進出
10 回 アジア諸地域の動揺（２） 南アジア・東南アジアの植民地化の進行
11 回 アジア諸地域の動揺（３） 19 世紀後半の東アジア
12 回 帝国主義の時代（１） 帝国主義時代のヨーロッパ社会
13 回 帝国主義の時代（２） 帝国主義列強による世界分割
14 回 帝国主義の時代（３） アジア諸国の改革と民族運動
15 回 まとめ 18 ～ 19 世紀の世界史の諸問題
16 回 二つの世界大戦（１） 第一次世界大戦
17 回 二つの世界大戦（２） ロシア革命
18 回 二つの世界大戦（３） ヴェルサイユ体制下の欧米諸国。
19 回 二つの世界大戦（４） アジア・アフリカの民族運動・独立運動。
20 回 二つの世界大戦（５） 世界恐慌とファシズムの台頭。
21 回 二つの世界大戦（６） 第二次世界大戦。
22 回 戦後世界と東西対立（１） 東西対立の始まりとアジア諸地域の自立。
23 回 戦後世界と東西対立（２） 朝鮮戦争。
24 回 戦後世界と東西対立（３） 日本とヨーロッパの復興。
25 回 戦後世界と東西対立（４） 第三世界の自立。キューバ革命・ベトナム戦争。
26 回 戦後世界と東西対立（５） 米ソ両大国の動揺と国際経済の危機（石油危機など）。
27 回 現代の世界（１） 冷戦の解消と世界の多極化。
28 回 現代の世界（２） 「ベルリンの壁崩壊」以後の社会主義圏の解体。
29 回 現代の世界（３） ポスト冷戦時代における民族紛争と宗教対立の激化。
30 回 まとめ 現代の諸問題。
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